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概 要

本研究の目的は，情報検索の結果として得られた文書集合から，ユーザーの必要とする文書を効率よ
く選択するための情報ナビゲーション手法を提案することである．我々は検索文書間の関係から重要語を
抽出するために，複数文書間の類似性構造というマクロな情報を，語の重要度というミクロな情報に写像
する語の統計量に基づく新しい手法を提案している．昨年度は，同手法に基づき，文書分類による情報ナ
ビゲーションと文書要約を同時に兼ね備えた情報ナビゲーションシステムを提案を行なった．
本年度は，ナビゲーション過程や結果に現れる複数文書を対象とし，複数文書要約を生成する際の基本

手法を検討した．特に，上記重要語抽出手法を����������� ��	
���� ���������と呼ばれる冗長性制
御機構と組み合わせることにより重要文抽出に基づく複数文書要約が行なえることを示した．また，より
粒度の細かい複数文書要約においては，個々の文書の持つ情報構造を同一の枠組で捉える必要がある．そ
こで，特定の領域に依存しつつも精度良く文書からそのスキーマを抽出する手法を提案・評価を行なった．

� はじめに

近年，検索エンジンのような情報検索システムが広く利用されるようになり，検索要求に関連のある文書

を容易に得る事が出来るようになった．しかし，検索要求に関連性の低い文書を完全に排除できない，検索

結果文書の構造化がなされていないなどの問題点がある．有効な方策としては，検索された各文書の要約
の提示することによる元文書参照時間の削減，検索結果文書をクラスタリングすることによる関連文書と

不要文書の分類などが従来提案されている．これらの方策に共通する必要不可欠な技術は検索結果文書集

合を考慮した重要語の抽出である．その代表手法は検索要求中の語の重要度を高くする方法であり，これを
自動要約に利用したものが���������	�
 ������������������である．この手法は直観的ではあるが，検

索エンジンによる各種フィードバック等の工夫が反映されないという問題点がある．一方，我々は検索質

問ではなく，検索文書間の関係から重要語を抽出することを検討している．これは，複数文書間の類似性
構造というマクロな情報を，語の重要度というミクロな情報に写像する新しい手法である．この手法では，

文書分類の過程で得られた文書間の類似性構造を適切に説明する度合を語の重要度とする．昨年度は，こ

の重要語抽出手法が方法論として文書分類と自然に融合している点に着目し，文書分類に基づく情報ナビ
ゲーションと文書要約を同時に兼ね備えた情報ナビゲーションシステムを提案・評価を行なった．

しかしながら，同要約手法は基本的には単文書要約であるので，利用者が把握できる文書数まで，利用者

との対話を続けなければならず，途中の文書クラスタを概観する要約は生成できなかった．また，最終的に
絞り込まれた文書集合においても関連事項の有無に関わらず個別に要約を提示することしかできなかった．

そこで，本年度は，ナビゲーション過程や結果に現れる複数文書を対象とし，複数文書要約を生成する際の

基本手法を検討した．特に，上記重要語抽出手法を����������� �������� ����������と呼ばれる冗長
性制御機構と組み合わせることにより重要文抽出に基づく複数文書要約を行なう．また，より粒度の細かい

複数文書要約においては，個々の文書の持つ情報構造を同一の枠組で捉える必要がある．そこで，特定の領

域に依存しつつも精度良く文書からそのスキーマを抽出する手法を提案・評価を行なう．



� 情報利得比に基づく語の重要度と���の統合による複数文書要約

��� 概要

本課題では，利用者が持つある特定のトピックにより検索が行なわれ，ある程度取捨選択が行なわれた後
の複数文書を対象とし，原文の代わりとなる要約を提示することを目的とする．そのためには「原文の主要

内容の網羅性の高さ」ならびに「可読性の高さ」という二つの尺度において高い評価を受ける要約であるこ

とが重要である．
先行研究としては，可読性を考慮しつつ，内容の網羅性に中心を据えて議論を行なっているものが多い

��� !!" ��#��" $�%&!!�．それらの手法は類似した文書グループの発見において，クラスタリングを用

いているが，その一方で，クラスタ間の関係や，各クラスタ内部のより詳細な部分クラスタ構造は利用して
いない．一方，我々は，対象文書集合のより詳細な類似性構造を階層的なクラスタリングにより得ること

で，各クラスタでの共通事項のみならず，クラスタ間の差異も考慮できると考えた．そして，この情報を要

約の手がかりとすることができれば，より肌理の細かい重要箇所の抽出ができるのではないかと考える．
本稿では，この点を主要な問題意識としつつ，内容の網羅性ならびに可読性の二点について，次のように

近接する．森 �森 !'�は，検索結果文書の間に存在する類似性構造を階層的クラスタリングによりクラスタ

構造として抽出し，これを語の重みとする手法を提案している．この手法ではクラスタ間に存在する構造，
すなわち，差異や共通点を同時に考慮して語の重みに反映できる．この手法は検索結果文書の各々を個別に

要約する際に有効に機能することが示されている．しかし，複数文書から単一の要約文書を生成する場合に

は，文書間での内容の重複があり得る．そこで，我々は，元来，検索質問文とパッセージ群の関連度とパッ
セージ間の冗長性を同時に扱う要約手法として提案されている����%$���を，単文の重要度と冗長性を

同時に考慮する手法として改訂した．

��� 提案手法

図 (に提案手法の概略を示す．これは，「情報利得比に基づく文の重要度の導出」と「���に基づく要
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図 () 情報利得比に基づく語の重みと���に基づく重要文抽出

約文中の冗長性の制御」の二点を統合した重要文抽出手法である．

��� 評価実験

*�%+�, ��%' 課題  ���% !'�に参加し，評価をおこなった．��%'タスクオーガナイザから与えられ

るトピック情報に従い，要約を生成し，その生成結果をタスクオーガナイザに提出する．同 -����� ���

は，,!のトピックから構成され，各トピックは一つの情報検索結果に相当し以下の情報などから構成され
る．なお，対象となる文書は毎日新聞 ��年，��年の記事である．各トピック，各要約文書長に対して，以

下の .種類の要約が用意される．



人間による自由作成要約 ��//������
�，評価対象システムによる要約，���
 法による要約
���	�����(�，	����法による要約 ���	�����'�

次に，要約評価者に，トピック毎に原文書集合と各要約出力を読み比べてもらい，内容の網羅性 �%�，可読

性 ���の 'つの観点から要約文書に順位をつけてもらう．

��� 実験結果と考察

提案システムをトピックごとに ��	�����，�//������
のそれぞれとと比較した時の優劣を表 (に示す．
これによると，我々のシステムは対象とする文書集合の数が少ない時により評価が高い事がわかった．そこ

で 0文書以下の文書集合から構成されるトピックに限定した評価も行なった．この結果を表 'に示す．

表 () ��	�����，�//������
との比較による優劣 �,!トピック�
� ����� � ����� � ���	 � ���	


 � � 
 � � 
 � � 
 � �

�� 人手 � �� � � �� � � �� � � �� �
�� ���� 法 �� �� � � �� � �� �� � �� �� �
�� ����� 法 �� �� � � �� � �� �� � � �� �


���� ������ �����

表 ') ��	�����，�//������
との比較による優劣 �0文書以下の (1トピック�
� ����� � ����� � ���	 � ���	

 � � 
 � � 
 � � 
 � �

�� 人手 � � � � � � � � � � �� �
�� ���� 法 �� � � � � � �� � � � � �
�� ����� 法 �� � � � � � �� � � � �� �

我々のシステムは ��	�����と比較して，内容の網羅性においては優れていると考えられる．特に，「要約

率が小さい時」「対象とする文書集合の数が少ない時」という状況下においてその傾向が顕著に表れている．

この結果は，+$�による語の重みづけと���の統合が重要文抽出に効果的である事を示す．

��� 本部分課題のまとめと今後の課題

本稿では，文書分類をされた後の複数文書を対象とし，内容の網羅性と可読性を併せ持つ原文の代わりと

なる要約を提示するシステムを提案した． *�%+�, ��%' による評価においては，我々のシステムは内容
の網羅性を考慮した複数文書要約を作成するにあたり，特に要約率が小さい時，対象とする文書集合の数が

小さい時 �0文書以下の時�に効果的である事が示された．今後の課題として，文書集合が大きい場合につ

いての改善を検討したい．さらに現在のシステムに文間の結束性を保つ機構や言い換え手法などを採り入
れる事による，可読性向上を考慮した要約生成も考えたい．

� 文章の構造解析による新聞記事からの事件情報抽出

��� 概要

この課題では，一連の出来事において関連する人間の相互関係として意味構造を定義し，特に新聞の事件

記事から意味構造（事件スキーマ）を抽出する手法について検討する．
必要な情報をすばやく効率よく手にいれるために，それらのドキュメントに対する自動要約や情報抽出

などの自然言語処理への要求が高まってきている．このような現状において，パターン駆動による表層処理

的な自然言語処理技術は，実装が容易なこととそれでいてある程度実用的な結果を得られることから，意
味解析，文脈解析による「深い解析」が「王道」とは思われつつも，多くのシステムで採用されている．意

味解析，文章解析とは，割りきってしまえば，文章を構成する文字の一次元的な配列を使用目的に応じて，

定義された構造へ変換することである．抽出しようとする情報は，使用目的に応じてその「意味」の形式が
変わりうる．



そこで，我々は，ある程度実用規模での文書理解，情報抽出を前提とし，文章要約や二次利用可能な情報
蓄積を利用目的と想定し，意味構造を検討する．実際には，「犯罪」，「事件」ついて書かれた新聞記事 �事件

記事�を対象とし，「犯罪」，「事件」の意味を表現する「犯罪スキーマ」を提案する．

本研究では，事件記事に対し，既存の文章内に内在する意味関係の解析を行い文章を構造化し汎用的内部
表現を得る．そして，得られた汎用的内部表現から犯罪スキーマの抽出を行う．ある種の情報の抽出には，

深い解析を行うよりも，むしろ，表層的な手がかり表現やパターンマッチングを用いることにより，容易に

行うことができるものもある．一方，深い解析が必要な情報抽出もある．我々の解析システムでは，抽出す
る要素の性質に応じて，両者を使い分ける．また，解析により得られた構文木の部分木に対応する表層文に

ついてパターン駆動で抽出を行うことにより，両者を組み合わせた解析が実現できる．

��� 犯罪スキーマ

����� 犯罪スキーマの定義

すべての事件記事は，罪状，動機，供述，人物の .つの要素で表現できると仮定する．そこで，我々は事
件記事をこれらの要素をもつ犯罪スキーマとして定義する．以下は，犯罪スキーマ中のスロットである．

罪状スロット �記事中で犯人が問われている罪状を値として持つ�" 動機スロット �犯人が犯行に

至る理由を値として持つ�" 供述スロット �犯人の取り調べ中に述べている言動を値として持つ�"

人物スロット �記事中での役割を示すロール，経歴であるプロフィール，その人物のとった行動
を示す行動という要素を持つサブスキーマで表現される�

��� 文章の汎用的意味処理と犯罪スキーマ

汎用的意味処理は，入力テキストに対しまず構文解析を行い，その結果に対し，複文の関係解析を行う．

各意味構造抽出部で意味構造を抽出し，それらの結果を統合した汎用的内部表現を出力する �図 '�．形態素
解析には日本語形態素解析ツール �2�3*，構文解析には日本語構文解析ツール &*4を用いる．

入力 テキスト

複文の関係解析

主題構造 

時間セグメント

文末構造 

語彙的連鎖構造

汎用的内部表現

形態素解析
構文解析

図 ') 意味構造の解析

プロフィールの抽出

人物への
ロールの割り当て

供述の抽出

動機の抽出

フレームから
深層格の抽出

行動の抽出

表層格フレーム表現

事件スキーマ

罪状の抽出フレームへの
ロールの割り当て

図 ,) 犯罪スキーマの抽出アーキテク
チャ

kiji(’930101-2027’,[罪状:強盗障害,動機:金目当て],
     [id1,id2,id3]).

sem(id1,ロール:犯人,プロフィール:[名前:岡田国彦,年齢:３６歳,
    職業:大工,住所:豊田市緑ケ丘五],行動:[id1,id2,id3,id4]).

sem(id2,ロール:被害者,プロフィール:[名前:岡下猛,年齢:４５,
    職業:「豊田交通」社員,住所:豊田市堤町上町一〇五],
    行動:[id2,id3,id4]).

sem(id3,ロール:警察,プロフィール:[名前:愛知県警新城署],
    行動:[id1]).

cls(id1,[動作:緊急逮捕する,動作主:愛知県警新城署,
    対象:岡田国彦容疑者,道具:強盗傷害の疑い]).

cls(id3,動作:負う,動作主:岡下さんの顔,対象:軽いけが).

cls(id2,動作:停車させる,動作主:岡田容疑者,
    対象:岡下猛さんのタクシー,場所:作手村の建設工事現場,
    時間:二十九日午後十一時十分ごろ).

cls(id4,動作:奪う,動作主:岡田容疑者,
    対象:売上金など約十五万円入りのカバン).

図 .) 犯罪スキーマの例

����� 主題構造解析 �主題の抽出と主題の連鎖関係�

主題構造解析をするために，トピックと主題の抽出を行う．トピックと主題の定義を以下に示す．

� トピック：本研究では，新聞記事の見出しに出現する名詞句をすべてトピックと定義する．

� 主題と題述 �5��!(�：各文は，主題構造を持つと仮定し，各文は主題と題述とから構成されていると
する．具体的には，は格，もしくは初出現のが格を主題と定義し，文の主題以外の残りの名詞句 を，



題述と定義する．

記事中の各文間が，��主題維持，	�主題変化，
�主題回復，��トピックの導入，��主題派生，�主

題の導入 のうちで少なくとも１つを満たすものとし，何らかの結束性を持っているとする．

原則として，結束関係の強さはＡ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄ＞Ｅとし，可能な限り結束性の高い連鎖を採用する．ただし，
主題を抽出する際，主題が省略されている文に関しては，省略 �����/	�	�により結束構造 ���6�	�����5��!(�

があるものとして，主題の維持と見なす．

����� 犯罪スキーマの抽出アーキテクチャ

図 ,に示す手順で犯罪スキーマを抽出する．

����� 犯罪スキーマの抽出例と各スロットの評価

現在実装されているスロットについて評価を行った．表 ,に評価結果を示す．この表からみても分かるよ

うに概ね �割程度の正解率が得られている．今回，目的とすることは犯罪スキーマを用いて，事件記事を
構造化することにあるため，抽出精度は，現段階では十分であると考えている．犯罪スキーマの結果を図 .

に示す．

表 ,) ,!記事に対する抽出結果
ロール 名前 年齢 住所 職業 罪状 供述 動機

全出現数 �� �� �� �� �� �� � ��
システム �� �� �� �� �� �� � ��
正解率 ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���� ��� 

��� 本部分課題のまとめと今後の展望

事件記事を対象とし，文章全体を構造化する人物の相互関係および時間的進行の観点から犯罪スキーマを

提案した．実際に意味解析部は新聞記事 (7!(記事対し動作を確認した．犯罪スキーマ抽出部もプロフィー
ル，供述，動機，罪状については自動で抽出し評価を行った．

今後は，深層格フレーム抽出，フレームの人物の同定の自動化を行っていく予定である．
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